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間伐が実施されない人工林が増加し、森林の公益的機能の低下が危惧されることから、林野庁

や都道府県等は間伐対策を推進してきた。しかし、間伐をすると、公益的機能のうちの水保全機

能がどう変化するのか、流域スケールという大規模での実測が難しく、わが国で定量的に調査さ

れた例はなかった。そこで、積雪地域と非積雪地域の森林流域において流域スケールの研究を行

い、間伐による水流出の変化を調べた。 

積雪地域における調査を秋田県大館市の長坂試験地で行った。この試験地にはスギ人工林（2006

年時点で約 40年生）で覆われた 3つの流域（上の沢・中の沢・下の沢流域）がある。2007年 2月

～3月に上の沢と下の沢で、本数率約 50%の間伐を行い、中の沢は無間伐のまま残した。間伐流域

では無間伐流域に比べ樹冠通過降水量が増加した。特に冬季には間伐流域の積雪が増加し、融雪

期の融雪が早まった。流出量は間伐直後の 2007年には変化せず、翌年の 2008年に増加し、2009

年以降、下の沢では間伐前に戻りつつも、上の沢では流出量が多い傾向が続いた。 

 非積雪地域における調査を茨城県北部にある常陸太田試験地で行った。ヒノキ・スギ人工林

（2009年時点で 22年生）を 2009年 3月～5月にかけて本数率 50%で間伐した。間伐前後 3年間の

水収支の変化を調べた結果、平均降水量は間伐前 3年間より 25mm減少したが、林内降水量は 4mm

の減少にとどまった。これに対し流量は間伐後に 109mm増加した。間伐後に蒸発散量は減少し、

特に 5月～11月の蒸散期の蒸発散量が小さくなっていた。 

以上の間伐は林床を攪乱しないように行った間伐であるが、いずれの流域においても、間伐は

夏季の蒸発散量を抑えて流量を増加させ、水源涵養機能を高めた。 


